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２０２１衆議院選挙 終わる 
 

選挙結果をふりかえり・・・ 

自民党は 261 議席。立憲民主党は 96 議席。公明党は 32 議席。共産党は 10 議席。日本維新の会

は 41 議席。国民民主党は 11 議席。れいわ新選組は 3議席。社民党は 1 議席。無所属が 10 議席と

なりました。 

◆自民党は、単独で衆議院でいわゆる「安定多数」となる 244 議席を上回った。自民党は、衆議院

にある 17 の常任委員会すべてで委員長を出したうえで、野党側と同じ数の委員を確保できる、い

わゆる「安定多数」の 244 議席を上回った。自民 公明両党では「絶対安定多数」となる 261 議席

に達した。 

◆社民は沖縄2区の獲得議席は平和の1議席。

社民党の福島党首は、「政治を大きく変えら

れなかったことはとても残念だが、沖縄 2

区で社民党の公認候補の議席が取れた。これ

は普天間基地のある場所での議席で平和の

1 議席だ。沖縄の問題について、一緒に果敢

に取り組んでいきたい。」と述べた。 

◆総務省は１日、第４９回衆院選の小選挙区

投票率が５５．９３％だったと発表。前回２

０１７年の５３．６８％を２．２５ポイント

上回ったが、戦後３番目の低い水準にとどま

った。今回は新型コロナウイルスの感染拡大

が始まった２０年以降初の国政選挙で投票

率が注目された。しかし、各党の公約で対立

軸が鮮明にならず、有権者の関心が高まらな

かったことに加え、コロナ感染への警戒など

もあり伸び悩んだとみられる。 

◆出口調査で「支持する政党はない」と答え

た無党派層は全体の２５．５％。前回は旧立

民２８．０％、自民２２．７％だったが、今

回は差が縮まった。一方、野党共闘と一線を画し、政権と「是々非々」の立場で臨む姿勢を示す維

新は、政権批判票の受け皿として、無党派層から一定の評価を得た。 
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◆国民民主党は、小選挙区から立候補した前職６人全員が、共産党が候補を立てた３選挙区を含め

て勝利し、「改革中道」路線への手応えを強くしている。 

◆１１月１日には小選挙区で敗戦した甘利明氏は幹事長を辞任した。後任に茂木敏充外相を起用。 

◆立憲民主党は辻元清美副代表、平野博文代表代行、野党共闘に尽力した小沢一郎氏などの落選続きと

苦戦し、２日には枝野幸男氏は代表の辞意を表明した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

■石川県勤労協 

第４０回定期総会 を開催しました 
 

６月１３日（日）石川県地場産業振興センターにて、第４０回定期総会を開催しました。 

〈２０２０年活動報告〉 

（１）５月３１日～６月１日に予定されていた

石川県勤労協第３９回定期総会と日本勤労協東

海北陸第１３回ブロック総会は新型コロナウイ

ルス感染が懸念されて、中止となった。 

 ３９回総会の代替として、６月１９日の拡大

幹事会を開催。 

（２）①フォーラム石川 IN 金沢（１１月２１日

開催）②ふれあいネットワーキング（物資販売・

ブロック・県連・市町地域から 
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青森の反核運動支援のための「青森りんごジュース」、日本勤労協の財政支援のための「喜多方ラ

ーメン」地元産珠洲の「鉢ケ崎の塩」、奄美大島の「奄美の黒糖もろみ酢」の斡旋）の運動に取り

組んだ。 

（３）県への要望書提出（１１月５日）については翌月１９日に回答をもらった。 

（４）地域の生活環境と自然環境を守る行動への参加として、「食とみどり・水を守るいしかわネ

ットワーク」主催の「ふれあい体験田」の田植え稲刈りに小松市勤労協が参加 

（５）福井勤労協からの「関電の原発マネー不正還流を告発する会」委任状提出。今後も注視する。 

（６）１１・３平和憲法公布７４周年記念集会（１１月３日） 

（７）憲法理念の実現をめざす第５７回護憲大会（１１月７～８日） 

（８）第５０回消費者大会（１２月１４日） 

（９）５．３憲法施行７４周年護憲集会並びに平和憲法施行７４周年石川県民集会（５月３日） 

（１０）原水禁石川２０２１年度定期総会、記念イベント（５月１４日） 

〈総選挙と自治体中間選挙への取組み〉 

〈情報・宣伝活動〉 

 

〈２０２１年度の具体的な活動〉 

（１）第４０回研究集会の開催 

（２）第２７回フォーラム石川の開催 

 開催時期は１１月を予定、今年度は加賀地区開催予定で検討。 

（３）ふれあいネットワーキング（物資販売）の取組み 

夏季に「青森りんごジュース」、年末は「福島・喜多方ラーメン」

をメインに、年間を通して、「手作り塩・珠洲の海」、「奄美黒糖もろみ酢」の４品目を取り組む。 

（４）日本勤労協第３０回全国総会への参加 

（５）自治体要求作りと自治体交渉をすすめる 

全ての勤労協が統一的な活動として地域の要求を掘り起こし自治体交渉を実施していく。対県交

渉については１０月をめどに要望書を提出していく。 

（６）地域の生活環境と自然環境を守る運動への参加 

 ①「水とみどり・水を守るいしかわネットワーク」主催の「ふれあい体験田」に協賛 

 ②「憲法を守る会」に構成団体として参加 

 ③「原水禁石川県民会議」に構成団体として参加 

 ④「県消費者大会」に構成団体として参加 

 ⑤「子どもと教育を考える・いしかわ市民の会」に構成団体として参加 

 ⑥「さよなら！滋賀原発ネットワーク」に構成団体として参加 

 ⑦平和運動センター主催の諸行動に積極的に参加 

 ⑧北陸労働金庫の労金友の会、こくみん共済 CO‐OP の地域推進委員会に積極的に参加 

（７）東海北陸ブロック幹事会の機能強化 

（８）総選挙・中間自治体選挙に取り組む 

 課題は①コロナウイルス感染に対するワクチン接種の促進、PCR 検査拡大を求める②安保法制廃

案と憲法改悪阻止を目標とする③脱原発、再生可能エネルギーへの転換を求める④コロナ禍の下、

財政破綻を回避するため軍事費の削減を求める⑤辺野古基地建設に反対し、沖縄県民とともに日

本全体の問題として連帯する⑥国民の貧富の差が拡大している。国民生活を守るため消費税の削

減を求める。 である。 

（９）情報・宣伝活動の強化       （石川県勤労協第４０回定期総会議案書より抜粋） 
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■静岡県勤労協 

第５９回研究集会を開催 
「リニア中央新幹線と水をめぐる諸課題」 

 
静岡県勤労協研究集会は、『リニア中央新幹線と水をめぐる諸課題』について、講師に静岡県く

らし環境部惨事（南アルプス担当）渡邊光喜氏を招き、静岡県当局が「進めている現状報告と今後

の課題」の説明を受けました。渡邊光喜氏は、「冒頭説明」で静岡県当局としての「リニア中央新

幹線」に関する見解を明らかにしました。 

◆静岡県は、中央新幹線整備事業の必要性については、賛同しています。その上で、静岡県の願い

は、「事業を行うにあたっては、事業計画地である南アルプスの特殊性及び大井川の水利用できる

レベルの環境影響評価を実施してほしい」と言うものです。このため、静岡県は、静岡県環境影響

評価条例の手続きに基づき、ＪＲ東海との対話を進めています。 

上記の内容は、決して「ＪＲ東海が進めているリニア中央新幹線の事業計画」に静岡県が反対 

しているものではない。という立場を鮮明にして以下の説明に入りました。なお、紙面の都合によ

り「概要のみ」を掲載します。 

南アルプストンネル工事には多くの課題 

渡邊光喜氏は、リニア中央新幹線の南アルプスルートとりわけ「静岡工区分（延長＝約 8.9 ㎞）

には多くの課題が山積しているとして、以下を説明しました。 
１．南アルプストンネル工事の難度 

◆ 地層が複雑な南アルブスで、最難度の山岳トンネル工事が行われようとしていること。 

◆ 県境付近には大きな幅

をもった断層帯の存在が考え

られる。 

２．山梨県境付近の断層構

造図 

◆山梨県側の県境付近には、

砂岩等の脆い地質の断層帯が

あると推定される。  

◆県境付近の断層帯におけ

るトンネル土被りは約 800

ﾒｰﾄﾙと大きいため、断層や

破砕帯に遭遇した際には

高圧突発湧水や大きな土

圧の作用がトンネル掘削

に大きな影響を与える可

能性がある。 

 

南アルプスで守るべき生物多様性 

１．南アルプスの特徴 
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◆ 世界の南限とされる希少動植物が多数存在し、守るべき極めて希少な生態系がある。この

生態系は、奥地で人為が及ばず、周辺環境の変化の影響を受けやすく非常に脆弱。自然環

境の変化に対応することができた種だけがぎりぎり生き残っていく。 

◆ リニア中央新幹線建設工事による人為的変動の影響 

・トンネル掘削に伴い生じる河川、沢の減水．水質悪化 

・発生土置き場から発生土及び濁水の流出．等 

◆ ヤマトイワナのような水中の生態系の上位に位置する生物の餌となる水生昆虫類等が減少

する恐れ・・・南アルプスの生物多様性を維持できなくなる恐れがある。 

◆ 南アルプスの工事着工前に生態系の現状をより高精度に把握し、改変による影響を予測・

評価しながら対応することが極めて重要・・・南アルプスの豊かな自然を後世に継承するこ

とが不可欠。  

◆ 2014 年ユネスコエコパーク（生物圏保存地域）に指定され、自然環境自体が後世に残す貴重な

資産となっている。 

 

環境影響評価に対する環境・国交大臣 

環境大臣意見（2014 年 6 月抜粋） 

◆最大限、回避、低減するとしても、なお、

相当な環境負荷が生じることは否めない。 

◆地下水がトンネル湧水として発生し、地下

水の低下、河川流量の減少及び枯渇を招き、

ひいては河川の生態系に不可逆的な影響

を与える可能性が高い。以下、省略 

国土交通大臣意見（2014 年 7 月抜粋） 

◆地元の理解と協力を得ることが不可欠で

ある。 

◆環境保全に関するデータや情報を最大限公開し、透明性の確保に努めること。2013 年 9 月にＪ

Ｒ東海は、環境影響評価準備書で南アルプストンネル工事により、大井川の流量が毎秒 2トン

減少すると予測した。この数値は約６０万人分の生活用水に匹敵する水量となっています。 

上記の「さまざまな課題」をクリアーすることが行政官庁である静岡県の責任であり任務と考え

ています。その為には、ＪＲ東海も責任を持って各種の資料提供を積極的に行って頂きたい。それ

が対話であり、解決に向けた方策と考えています。 

今後の進め方 

渡邊光喜氏は講演の結びに、以下の見解を示してくれました。 

静岡県は、地域の住民生活や経済活動に欠かせない「命の水」である大井川の水資源と、ユネス

コエコパーク（生物圏保存地域）に登録された南アルプスの自然環境を保全するため、環境影響評

価法の手続きにおいて設置した静岡県中央新幹線環境保全連絡会の専門部会で、ＪＲ東海と対話を

重ねています。（以下略） 

講演後の質疑では、予定していた時間を超過する意見・質問が続出しました。それは、参加者

が「リニアと水問題」に大きな関心を示している証でした。事務局は今後も「第 2段階のリニアと

水問題」を計画していく予定です。 
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■三豊市勤労協（香川県） 

コロナ、コロナで何もできないのに なぜオリパラは？ 
 

現在国内ではほとんどイベントどころか日常の国民生活も制限に次ぐ制限を受けています。入院

している家族に会えません。大切な人の葬儀にも参加できません。各種の大会に向けて努力に努力

を重ねてきた多くの人々も大会も総会も開催できません。残念至極です。 

三豊市勤労協も例年9月の第一土曜か日曜に開催してきた地引網交流は昨年に続いて今年もコロ

ナ禍のなか開催することが出来ません。多くの会員に期待され、毎年 100 名近い会員や家族の参加

で大いに交流が図られていただけに残念でなりません。しかし、一方ではオリンピックやパラリン

ピックが開催されることに疑問を持つ人は多いのではないでしょうか。何のために開催するのでし

ょうか。何か別の意図が働いているのではと疑いたくなります。オリンピックを国威発揚の、政治

利用の場にしようとしているのはみえみえです。 

コロナ感染の爆発的拡大の要因はオリンピック開催強行にあるのでは！？ 

菅総理はオリンピック開催中も決して人流の拡大とはなっておらず、五輪開催がコロナ感染症拡

大とは直接関係ないと言っていますが、これをまともに受け取る人は少数です。 

（三豊勤労協ニュース NO．67 より 2021.08.23 発行） 

 

■飯田市勤労協（長野県） 

飯田市長、情報系学部に名乗り上げ 
 

佐藤健飯田市長が、DX 化のニーズを睨んで「情報系新学部」の新設構想を検討している信州大

学に、飯田市への誘致のモーションを掛けた。 

 そんな折、記事「デジタル化の光と影」（次頁）は今後現実になるであろう「デジタル・モンス

ター」出現への警鐘として注目したい。信大の情報系新学部は、こういったデメリットの部分もし

っかり研究して、「個人情報」を始めとした、市民生活を守るスタンスを貫いて欲しい。「プロファ

イリング」馴染みのない言葉だが、例えば選挙に出馬した私の手元には、紹介者カードや後援会加

入カードが有ります。これなんかも「プロファイリング」の一種かしら？ 後援会幹部が丁寧にデ

ータ化してくれています。他の陣営では衆議選に使うでしょうね。 

（飯田市勤労協 森本政人） 

※次頁に飯田市勤労協・森本氏から送っていただいた新聞記事を掲載します 
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INFORMATION 日本勤労協 

◆ 日本勤労協幹事会・組織検討委員会 

日 時 ２０１２年１２月２日（木）１５：００～ 

場 所 清水地域勤労者協議会（静岡県）近隣会場 

      幹事および組織検討委員の方は宜しくお願いします 

 
◆訃報 飯村微光氏（2021 年 10 月 26 日没・96 歳） 

     飯村氏は 1988 年～1998 年にわたり、日本勤労協会長を務められました。 

     謹んで哀悼の意を表します 

  （福島県勤労協事務局長様より情報のご提供をいただきました） 


